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【本書の特徴】

■基本的な原理から、測定手法、装置構成、電子
フローコントロール等の近年の技術までを幅広く
丁寧に解説。

■ガスクロマトグラフィー質量分析法を充実した
構成。GC/MS/MSについても詳しく解説。

■多数の分析事例を具体的な操作とともに紹介。
基礎と応用のつながりが理解できる。また、企業
のカタログや技術資料の読み解きにも有用。
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